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ブラザーの価値創造プロセス

ブラザー工業財務部 中島
2020年2月29日
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価値観・ビジネスモデル
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ブラザーの歩み
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ブラザーの目指す姿、理念、価値観

企業理念

中期ビジョン
ありたい姿
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• お客様の声を起点として、
きめ細かく把握したニーズに
合った製品・サービスを
迅速に提供する対応⼒
– ブラザー・バリュー・チェーン・

マネジメント(BVCM)*の
高速回転

ブラザーならではの強み

• 独自の価値訴求や優れた
すり合わせ技術によるコスト
パフォーマンスに優れた
“ブラザーらしい”製品作り

• 開発・製造・販売・サービス
における効率的なグローバル
ネットワーク

• 時代の変化・技術の進化
に合わせて、柔軟に対応し、
失敗を恐れず、チャレンジ
し続けてきた精神

柔軟性 ⼩回り⼒ コスト競争⼒

ブラザーのユニークな強みは、“At your side.”の精神に基づく柔軟性・⼩回り⼒・コスト競争⼒

*「お客様の声」を、企画・開発・設計・製造・販売・サービスなどすべての事業活動の原点と考え、その声にお応えするための独自のマネジメントシステム
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持続可能性・成⻑性
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ESGに対する認識
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TCFDへの賛同表明
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戦略
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ホーム&カルチャー領域

産業⽤領域

プリンティング領域

ブラザーを取り巻く事業環境は、厳しさを増していくものと認識

事業環境認識

• 紙離れによる印刷の減少に加え、消耗品の純正品率低下が継続

• 所有から利⽤へ、顧客の購買⾏動が⼤きく変化する中で、サービスニーズ
の多様化が加速

• 引き続き⼀定の成⻑が⾒込まれる
– 省⼈化・自動化、自動⾞部品加工需要の高まりによりマシナリー市場が拡⼤
– トレーサビリティ・カスタマイズ需要の高まりにより産業⽤印刷市場が拡⼤

• ⼀⽅、各国の政策変更等によるマクロ環境変化を認識
– ⽶中貿易摩擦・Brexit等の影響による景気後退リスク
– 各国の安全保障政策厳格化に伴う規制強化

• 市場成熟の⼀⽅で、刺繍やクラフト等カスタマイゼーション志向の高まりや
エンターテイメントの多様化により、顧客ニーズが変化

CS B2021においては、従来以上に踏み込んだ改⾰が必要不可⽋
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CS B2021 位置付け

CS B2021は、グローバルビジョン21へ繋ぐ「次なる成⻑」に向けた基盤を構築する期間と位置付け、
ブラザーの強みを発揮し、経営の最優先事項にフォーカスした改⾰を実⾏する

ポストCS B2021
「次なる成⻑」の実現

〜2018 2019 2020 2021 2022〜

成
⻑
領
域

収
益
⼒
強
化
領
域

プリンティング領域において
勝ち残り戦略を実現できている

産業⽤領域において
次世代の柱となる成⻑基盤が確⽴されている

顧客との直接の繋がりが強化され、よりスピード・
コスト競争⼒のある事業運営基盤が構築されている
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中期戦略「CS B2021」の骨子

プリンティング領域での
勝ち残り

CS B2021 次なる成⻑に向けて
〜成⻑基盤構築〜

• 高PV*ユーザーの獲得強化と
本体収益向上による事業
規模の維持・収益⼒の強化

• 新たなビジネスモデルへの転換
加速により、安定収益確保と
顧客との繋がりを強化

スピード・コスト競争⼒のある事業運営基盤の構築
• IT活⽤によるグループ全体の

業務プロセス変⾰・効率化の
実現

• 不採算・低収益事業の
てこ入れ

1

• シナジー顕在化による
ドミノ事業の成⻑再加速

• インクジェットを核とした
プリンティング技術活⽤による
産業⽤印刷領域の拡⼤

産業⽤印刷領域の
成⻑基盤構築

3

• 自動⾞・⼀般機械市場強化
による産業機器分野の⼤幅
な成⻑

• 省⼈化・自動化ニーズを
捉えたFA領域の拡⼤

マシナリー・FA*領域の
成⻑加速

2

4
• ⼈財の底上げ・最適⼈員

体制の確⽴による組織
パフォーマンスの最⼤化

*Print Volumeの略。印刷量
*Factory Automationの略。工場の様々な作業や工程を機械や情報システムを⽤いて自動化すること
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成果と重要な成果指標
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中期戦略「CS B2021」の財務数値目標

産業⽤領域の拡⼤とスピード・コスト競争⼒の強化により、
売上収益7,500億円・営業利益750億円を目指す

CS B2021 財務数値目標

7,500億円

750億円

10.0%

売上収益

営業利益

営業利益率

為替前提 1USD=105円、1EUR=125円

12.0%以上ROE
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株主還元方針及び株価の推移

• 連結配当性向の目標は35%
• 原則、厳しい環境下でも配当額は維持
（１株当たりの年間配当の下限は60円）

中期戦略
株主還元方針

株価の推移
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ガバナンス
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ガバナンス
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コーポレートガバナンス体制


